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可
児
市
議
会
は
、
議
会
の

見
せ
方
だ
け
で
は
な
く
、
熟

議
と
い
う
本
質
に
こ
だ
わ
っ

た
議
会
改
革
を
推
進
し
て
い

る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

人
口
規
模
は
松
田
の
10
倍
弱

で
議
員
定
数
も
22
名
、
市
と

町
と
で
は
単
純
に
真
似
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
議

会
の
本
質
、
つ
ま
り
住
民
の

代
表
の
熟
議
に
よ
る
合
議
体

と
い
う
在
り
方
に
は
大
小
の

違
い
は
な
い
。
そ
れ
を
尊
重

し
た
議
会
改
革
の
柱
は
①
議

会
運
営
サ
イ
ク
ル
②
予
算
決

算
審
査
サ
イ
ク
ル
③
委
員
会

代
表
質
問
④
広
報
公
聴
、
の

四
本
立
て
で
あ
る
。

　
①
で
は
、
議
長
、
副
議
長
、

委
員
会
人
事
の
任
期
が
1
年

と
短
い
が
、
引
き
継
ぎ
を
重

視
し
課
題
に
継
続
し
て
取
り

組
む
。
ま
た
4
年
ご
と
に
議

会
基
本
条
例
を
見
直
す
。

　
②
議
長

と
監
査
を

除
く
全
員

で
予
算
決

算
委
員
会

を
構
成
。

決
算
審
査

を
重
視
し

て
お
り
、

重
点
事
業

点
検
報
告

書
を
中
心

に
複
数
回

の
全
体
説

明
・
質
疑
。

そ
の
後
の

分
科
会
で

市
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
執

行
側
へ
の
提
言
を
提
案
、
全

体
会
に
戻
っ
て
討
論
・
採

決
・
提
言
取
り
ま
と
め
。
予

算
で
は
提
言
が
反
映
さ
れ
て

い
る
か
も
含
め
、
説
明
・
質

疑
・
討
論
・
採
決
。
こ
れ
を

年
間
サ
イ
ク
ル
と
し
て
い
る
。

　
③
会
派
制
を
と
っ
て
い
る

が
会
派
代
表
質
問
は
な
い
。

し
か
し
委
員
会
活
動
で
市
民

の
意
見
も
吸
収
し
な
が
ら
調

査
研
究
す
る
中
で
、
必
要
が

生
じ
る
と
委
員
会
代
表
質
問

を
す
る
。
熟
議
を
経
て
全
員

一
致
で
出
す
の
で
、
一
人
の

議
員
が
や
る
一
般
質
問
よ
り

重
み
が
あ
る
。

　
④
公
聴
の
充
実
の
前
提
と

し
て
広
報
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
公
聴
は
何
通
り
も
工
夫

し
て
い
て
、
議
会
報
告
会
は

当
然
や
る
が
、
地
区
ご
と
、

各
種
団
体
と
、
若
い
世
代
と
、

子
育
て
世
代
と
、
な
ど
様
々

な
懇
談
会
、
小
中
高
校
生
議

会
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
前
意

見
交
換
会
と
、
議
員
で
手
分

け
し
て
対
応
し
て
も
か
な
り

の
頻
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
議

場
で
の
市
民
フ
リ
ー
ス
ピ
ー

チ
が
令
和
6
年
度
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。
議
員
研
修
に
一

般
市
民
も
参
加
で
き
る
も
の

も
あ
る
と
い
う
の
も
興
味
深

い
。

　
袋
井
市
で
は
、「
使
用
す

る
野
菜
の
３
分
の
１
は
市
内

産
」
と
い
う
目
標
を
総
合
計

画
の
取
組
指
標
に
設
定
。
令

和
６
年
度
の
地
場
産
物
使
用

実
績
は
、
購
入
金
額
ベ
ー
ス

で
約
２
９
０
０
万
円
、
全
体

の
35
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
２
か
所
に
保

管
倉
庫
（
冷
蔵
・
冷
凍
・
常

温
）
を
確
保
し
、
大
量
に
収

穫
さ
れ
た
野
菜
は
夏
休
み
等

を
活
用
し
て
加
工
保
存
（
炒

め
玉
ね
ぎ
、
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー

レ
、
切
干
大
根
な
ど
）。
収

穫
期
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、

年
間
を
通
じ
て
安
定
利
用
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

野
菜
く
ず
は
堆
肥
化
し
、
そ

の
堆
肥
で
育
て
た
さ
つ
ま
い

も
等
を
給
食
に
活
用
す
る
循

環
型
モ
デ
ル
も
構
築
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
一
部
を
民
間
に
貸
し
出
し
、

〝
稼
ぐ
力
〟
の
導
入
も
検
討
。

新
潟
県
見
附
市
で
は
年
３
３

０
０
万
円
の
賃
料
を
将
来
の

修
繕
費
と
し
て
積
み
立
て
て

い
る
事
例
も
あ
る
と
の
こ
と
。

公
共
施
設
も
発
想
次
第
で
未

来
へ
の
投
資
原
資
を
生
み
出

せ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
地
産
地
消
は
理
想
論
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
目
標
を
掲
げ
、

数
字
で
管
理
し
、
現
場
と
信

頼
関
係
を
築
く
。
そ
の
積
み

重
ね
で
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き

ま
し
た
。

　
松
田
町
で
も
、
農
業
の
担

い
手
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、

学
校
給
食
で
町
内
食
材
を
安

定
的
に
買
い
上
げ
る
仕
組
み

が
で
き
れ
ば
、
農
家
の
皆
さ

ん
の
安
心
に
つ
な
が
り
、
い

わ
ば
〝
農
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ

ン
カ
ム
〟
的
な
役
割
も
果
た

せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

可児市議会議場にて


